
●楽しい言語活動の設定 

 単元構想に児童の興味や関心、目的意識が高まるような効果的な言語活動を設定することにより、学

び手側の思いを大切にしていこうとした。教える側の思いと学ぶ側の思いのバランスを保ちながら、「言

葉をとおして学び方を学ぶ」場を創り出していこうと考えた。このような「学びの場」で「学び方」を

体得させることは、学習者の成就感にもつながり、児童の主体的な活動の基になると考えた。言語活動

の設定に当たっては、プロセスシートを作成した。これは、プロセスを追って考えていくもので、児童

の実態に合わせ、付けたい力を明確にした言語活動が設定できるように工夫したものである。 

 

●わかる言語活動への支援 

 「わかる」ための支援として、「比較」「見える化」 

「体験」の３つの視点を取り上げた。ここでは、「見え 

る化」の一つとして、学習ナビの実践を紹介する。 

単元導入時に「学習ナビ」を作成し、単元の流れを理 

解して学習活動に取り組むことができるようにした。そ 

の時間に学習することが、言語活動のゴールにどのよう 

にかかわっているかが明確になるため、児童の意識がゴ 

ールに向かってつながっていくことをねらっている。 

「学習ナビ」を常に見えるところに掲示し、活動を確認 

することで、目的をもって本時の学習に取り組むことが 

できた。 

 

●できる言語活動への支援 

「できる」ための支援として、「ワークシート」「辞書 

・語彙表」「型・モデル文」の３つの視点を取り上げた。 

ここでは、「語彙表」の実践例を紹介する。 

物語文「お手紙」（２年）の学習で、なりきり音読台本 

を作る言語活動を設定した。右に示す語彙表を参考にさせ 

ることで、登場人物の気持ちを豊かに想像させることがで 

きた。また、自分の思いを自信をもって表現することへの 

手立てとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校問題行動等防止プログラムに関する実践事例 

東かがわ市立本町小学校 

「わかる・できる・楽しい」「わかる・できる・楽しい」「わかる・できる・楽しい」「わかる・できる・楽しい」言語活動を推進する言語活動を推進する言語活動を推進する言語活動を推進する    

関連項目：教育活動プラン① 

 これまでのパターン化された学習は、児童にとって受動的な学習になり、関心や意欲を高めにくいも

のとなっていた。また、学習状況調査の分析により、授業が分からない子どもが、学年を追うごとに増

えているという傾向も明らかになった。 

 こうした実態から、言語活動を充実させ、児童の主体的な調べや表現活動を活性化させることで、生

活の場に生かすことのできる力を付けていくことにした。特に国語科において、「読む」「書く」「話す・

聞く」を関連させ、読解力・表現力を育成することを中心に取り組んだ。 

 「わかる・できる・楽しい」言語活動の推進により、子ども一人一人の学習内容の確実な定着が図ら

れるようになってきた。また、学習に見通しがもてることで、自分の活動に自信をもち、意欲的に調べ

たり表現したりする児童の姿が多く見られるようになってきた。さらに、聞く・話す・書く等の表現力

の向上も見られ、そのことが、お互いを理解しあい、認め合うという人間関係の深まりや、学級、学年

としての集団意識の高まりにつながってきている。 
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